
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

条

例

○
福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

○
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五

○
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

五

○
福
島
県
公
立
大
学
法
人
の
役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
条
例

五

○
福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

七

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

七

条

例

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

免
責
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県
公
立
大
学
法
人
の
役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県

総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
関
係
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及

び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
三
十
四
号

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

福
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
五
条
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
小
売
電
気
事
業
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
施
行
規
則
」
の

下
に
「
第
三
条
の
十
四
第
一
項
」
を
加
え
、
「
同
項
第
十
四
号
」
を
「
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
四

号
」
に
改
め
、
「
発
電
事
業
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
施
行
規
則
」
の
下
に
「
第
三
条
の
十
四

第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
一
本
当
た
り
の
重
量
が
〇
・
七
グ
ラ
ム
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
当
該
葉
巻
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
〇
・
七
本
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
中
「
施
行
規
則
」
の
下
に
「
第
八
条
の
四
第
一
項
」
を
加
え
、
「
が
同

項
第
一
号
」
を
「
が
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
の
四
」
を
「
第
八
条
の
四

第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
五
第
一
項
の
表
附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
項
及
び
同
条
第
三
項
の
表
附
則
第
十
六

条
第
三
項
の
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
「
、
第
三

十
五
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
三
」
を
加
え
る
。

附
則
第
七
条
の
四
の
四
第
二
項
中
「
記
載
し
た
施
行
規
則
」
の
下
に
「
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
」

を
、
「
と
し
て
施
行
規
則
」
の
下
に
「
附
則
第
二
条
の
六
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
八
条
第
九
項
中
「
第
六
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第

十
項
中
「
第
六
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
六

条
の
二
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
六
条
の
二
第
十
項
」

を
「
第
六
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
中
「
記
載
し
た
施
行
規
則
」
の
下
に
「
附
則
第
三
条
第
一
項
」
を
、

「
と
し
て
施
行
規
則
」
の
下
に
「
附
則
第
三
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
九
条
第
四
項
中
「
第
七
条
第
十
二
項
」
を
「
第
七
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
七
条
第
十
三
項
」
を
「
第
七
条
第
十
二
項
」
に
、
「
第
七
条
第
十
五
項
」
を
「
第
七
条
第
十

三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
七
条
第
十
六
項
」
を
「
第
七
条
第
十
四
項
」
に
、
「
第
七
条

第
十
七
項
」
を
「
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
三
条

の
二
の
十
六
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
十
五
第
一
項
」
に
、
「
第
七
条
第
十
七
項
」
を
「
第
七

条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ア
中
「
第
七
条
第
十
八
項
」
を
「
第
七
条
第
十
七
項
」
に
、

「
第
七
条
第
十
九
項
」
を
「
第
七
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ア
中
「
第
七
条
第
二
十
項
」

を
「
第
七
条
第
十
九
項
」
に
、
「
第
三
条
の
二
の
十
六
第
二
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
十
五
第
二
項
」

に
、
「
第
七
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
七
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
エ
中
「
第
七
条
第

二
十
項
」
を
「
第
七
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
七
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
七

条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
七
条
第
二
十
二
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
七
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
七
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
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十
一
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
十
一
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
十
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
」

を
加
え
る
。

附
則
第
十
六
条
第
三
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
施
行
令
」
の
下
に
「
附
則
第
十
七
条
の
二
第
四
項
」
を
、
「
施
行
規
則
」
の
下
に
「
附
則
第

十
三
条
の
三
第
十
一
項
」
を
加
え
る
。

第
二
条

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
五
項
中
「
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組

合
及
び
敷
地
分
割
組
合
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
四
項
中
「
第
四
条
の
七
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表

第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
削
り
、
同
表
第
三
十
八
条
第

二
項
第
二
号
の
項
中
「
こ
れ
ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
八
条
第
四
項
か
ら
第
六
項

ま
で
の
項
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
法
人
」
を
削
り
、

「
こ
れ
ら
の
法
人
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
」
を
「
当
該
法

人
の
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
、
同
項
第
二
号
の
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
連
結
法

人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第
四
号
」
を
「
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
期
間
又
は
同

項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
項
、
第
十
九
項
、
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項
」
を
「
第

三
十
一
項
、
第
三
十
三
項
及
び
第
三
十
四
項
」
に
、
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
後
段
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
五
十
三
条
第
四
十
七
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
五
十
六
項
」
に
、
「
第
五
十
三
条

第
四
十
六
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
五
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
の
十
七
の
二
を
除
き
」
を
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
に

改
め
、
「
締
約
者
（
以
下
」
及
び
「
協
議
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
及

び
次
条
第
一
項
」
を
削
り
、
「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
五
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
八
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
七

削
除

第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
中
「
第
四
条
の
七
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第

四
条
の
八
及
び
第
百
五
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
の
四
及
び
第
百
五
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め

る
。第

三
十
九
条
の
三
第
三
項
中
「
及
び
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
」
を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
四
号
ア
中
「
当
該
連
結
親
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法
人

と
の
間
に
通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
に
規
定

す
る
通
算
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
各
連
結
事
業
年
度
」
を
「
各

事
業
年
度
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
決
算
」
を
「
当

該
各
事
業
年
度
の
決
算
」
に
、
「
当
該
連
結
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法
人
と
の
間
に
通
算

完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
」
に
、
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所

得
の
金
額
」
を
「
法
人
税
法
第
二
編
第
一
章
第
一
節
第
十
一
款
第
一
目
の
規
定
そ
の
他
通
算
法
人
に

適
用
さ
れ
る
規
定
に
よ
る
法
人
税
の
所
得
の
金
額
又
は
欠
損
金
額
及
び
法
人
税
の
額
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
二
の
四
第
一
項
中
「
が
租
税
条
約
」
を
「
が
法
人
税
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
租
税
条
約
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
租
税
条
約
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
又
は
条
約

相
手
国
等
」
を
「
又
は
租
税
条
約
の
我
が
国
以
外
の
締
約
国
若
し
く
は
締
約
者
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
条
約
相
手
国
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
か
ら
相
互
協
議
」
を
「
か
ら
当
該
条
約
相
手
国
等

と
の
間
の
租
税
条
約
に
規
定
す
る
協
議
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
相
互
協
議
」
と
い
う
。
）
」
に
、

「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
二
の
五
を
削
る
。

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
〇
・
七
グ
ラ
ム
」
を
「
一
グ
ラ
ム
」
に
、
「
〇
・
七
本
」

を
「
一
本
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
の
二
の
四
を
削
る
。

附
則
第
七
条
の
四
の
四
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
及
び
」
を
削
り
、
「
（
以
下
こ
の
条
」
を
「
（
以

下
こ
の
項
」
に
、
「
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
三
項
」
を
「
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」
に
、

「
第
五
十
三
条
第
二
十
四
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
及
び
第
二
十
八
項
（
同
条
第
三
十
項
（
同
条
第

三
十
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
六
項
か
ら
第
三
十
九
項
ま
で
及
び
第
四
十
項
（
同
条
第
四
十

一
項
（
同
条
第
四
十
二
項
」
に
、
「
及
び
同
条
第
三
十
一
項
」
を
「
及
び
同
条
第
四
十
二
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
二
十
二
項
若
し
く
は
第
二
十
三
項
」
を
「
同
条
第
三
十
四
項
若
し
く

は
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
八
条

の
二
の
二
第
十
四
項
」
を
「
第
八
条
の
二
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
八
条
第
四
項
中
「
（
次
項
に
お
い
て
「
連
結
申
告
法
人
」
と
い
う
。
）
」
、
「
及
び
次
項
」

及
び
「
（
次
項
に
お
い
て
「
雇
用
安
定
控
除
調
整
率
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削

り
、
同
条
第
六
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
四
項
中
「
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を

控
除
し
た
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
同
項
中
「
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し
た
」
と
あ
る
の

は
、
」
に
、
「
第
六
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
「
及
び
次
項
」
、
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
及

び
「
、
前
項
中
「
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
比
較
雇
用
者
給
与
等

支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
に
、
法
第
七
十
二
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
各
事
業
年
度
の
報
酬
給

与
額
を
当
該
報
酬
給
与
額
及
び
各
事
業
年
度
に
お
い
て
労
働
者
派
遣
又
は
船
員
派
遣
の
対
価
と
し
て

当
該
労
働
者
派
遣
又
は
当
該
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
金
額
（
当

該
事
業
年
度
終
了
の
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
の
法
人
税
の
連
結
所
得
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算

入
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
百
分
の
七
十
五
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
当
該
労

働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
又
は
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
派
遣
船
員
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
合

計
額
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
合
計
額
）
の
合
計
額
で
除
し
て
計
算
し
た
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
」

と
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら

の
規
定
」
を
「
同
項
」
に
、
「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同

条
第
八
項
中
「
及
び
第
五
項
」
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
及
び
「
又
は
第
五
項
」
を
削
り
、
「
、
こ

れ
ら
」
を
「
、
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
九
項
を
第
八
項
と
し
、

第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
又
は
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
───────────────────────────────────────────────────────────
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法
人
で
同
法
第
二
条
第
十
六
号
に
規
定
す
る
連
結
申
告
法
人
に
該
当
す
る
も
の
」
を
削
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
非
課
税
上
場
株
式
等
管
理
契
約
（
以
下
こ
の
条
」
を
「
非
課
税

上
場
株
式
等
管
理
契
約
（
次
項
」
に
、
「
と
い
う
。
）
又
は
」
を
「
と
い
う
。
）
、
」
に
、
「
に
基

づ
き
」
を
「
又
は
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
特
定
非
課
税
累
積
投
資
契
約
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定

非
課
税
累
積
投
資
契
約
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
い
う
。
）
又
は
」

を
「
と
い
う
。
）
、
」
に
、
「
か
ら
」
を
「
、
同
条
第
五
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
累
積
投
資
勘

定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
累
積
投
資
勘
定
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
五
項
第
八
号
に
規

定
す
る
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
」
と
い
う
。
）

か
ら
」
に
、
「
又
は
非
課
税
累
積
投
資
契
約
」
を
「
、
非
課
税
累
積
投
資
契
約
又
は
特
定
非
課
税
累

積
投
資
契
約
」
に
、
「
又
は
累
積
投
資
勘
定
」
を
「
、
累
積
投
資
勘
定
、
特
定
累
積
投
資
勘
定
又
は

特
定
非
課
税
管
理
勘
定
」
に
改
め
る
。

第
三
条

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
の
三
の
二
第
二
項
中
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
に
係
る
手
続
等
）

第
二
十
二
条

第
十
三
条
の
二
第
七
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
五
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
五
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動

産
取
得
税
の
減
額
等
の
特
例
）

第
二
十
三
条

第
四
十
条
の
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
、
当

該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
第
四
十
条
の
十
六
の
二
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
に
係
る
契
約
を

施
行
令
附
則
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
日
ま
で
に
締
結
し
て
い
る
個
人
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
当
該
耐
震
改
修
を
し
て
当
該
耐

震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
施
行
規
則
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ

り
証
明
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
耐
震
改
修
を
し
て
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
（
当
該
耐
震
基
準
不
適
合

既
存
住
宅
を
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
限
る
。
）

は
、
第
四
十
条
の
十
六
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既

存
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
と
、
「
行
い
」
と
あ

る
の
は
「
行
い
、
当
該
住
宅
の
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
四
十
条
の
十
六

の
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
四
十
条
の
十
四
第
一

一
年
六
月
以
内
、
同
項

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適

項

第
二
号

合
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
（
第
四
十
条

の
十
六
の
二
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で
、
前
条
第

三
項
第
二
号

か
ら
六
月
以
内

か
ら
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準

不
適
合
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
の
日
後

六
月
以
内
の
日
ま
で

第
四
十
条
の
十
六
の
八

六
月
以
内

同
条
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の

第
一
項

日
ま
で

第
四
条

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
並
び
に
附
則
第
二
十
条
の
四
第
一
項
」
を
「
、
附
則
第
二
十
条
の

四
第
一
項
並
び
に
附
則
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
三
条
を
附
則
第
二
十
五
条
と
し
、
附
則
第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
）

第
二
十
三
条

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る

た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
。
次
条
に
お

い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定

行
事
の
中
止
若
し
く
は
延
期
又
は
そ
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
生
じ
た
当
該
指
定
行
事
の
入
場
料
金
、

参
加
料
金
そ
の
他
の
対
価
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
権
利
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
を
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
期
間
内
に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属
す

る
年
中
に
法
附
則
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
道
府
県
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
の
第
二
十
六

条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
二
十
六
条
の
三
の

規
定
を
適
用
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
）

第
二
十
四
条

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

特
例
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
十
六
年
度
」

と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
福
島
県
税
条
例
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附

則
第
五
条
の
規
定

令
和
二
年
十
月
一
日

二

第
一
条
中
福
島
県
税
条
例
第
二
十
五
条
及
び
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同

条
例
附
則
第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
の
改

正
規
定
、
第
四
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
条
の
規
定

令
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和
三
年
一
月
一
日

三

第
二
条
中
福
島
県
税
条
例
附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定

令
和
三
年

四
月
一
日

四

第
二
条
中
福
島
県
税
条
例
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
六
条

の
規
定

令
和
三
年
十
月
一
日

五

第
二
条
（
前
二
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
条
の
規
定

令
和
四
年
四
月
一
日

六

第
二
条
中
福
島
県
税
条
例
第
二
十
三
条
第
五
項
の
改
正
規
定

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化

の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
（
以

下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
二
年
度
以
後
の
年

度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
元
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
条
例
第
二
十
五
条
及
び
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の

個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３

令
和
三
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
に
係
る
新
条
例
第
三
十
一
条
の
三
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
地
震
保
険
料
控
除
額
」
と
あ
る
の
は
「
地
震

保
険
料
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
（
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第

五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
地
方
税
法
」
と

い
う
。
）
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
寡
婦
（
旧
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
旧
地
方
税
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る

寡
夫
で
あ
る
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
、
「
同
法
」

と
あ
る
の
は
「
所
得
税
法
」
と
す
る
。

４

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
条
例
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行

日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
連
結
事
業
年
度

分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
及

び
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
三
条

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

福
島
県
税
条
例
（
以
下
「
四
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、

同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年

度
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
所
得
税
法
等
改
正

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
（
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
一
条
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
改
正
規

定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
法
人
税

法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
二
号
の
七
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下
「
連
結
子
法
人
」
と
い

う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親

法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
分

の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連

結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
及

び
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
連
結
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
一
条

第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
税
条
例
（
以
下
「
四
年
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
の

規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
四
年
新
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分

は
、
五
号
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連

結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税

に
つ
い
て
は
、
四
年
旧
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

３

所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
五
号
施
行
日
以
後
に
所
得
税
法
等

改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
内
国
法
人
が
五
号
施
行
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人

の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
お
い
て
四

年
旧
条
例
第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該
内

国
法
人
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
四
年
新
条
例
第
三
十
九
条
の
十
一
第

一
項
第
四
号
の
提
出
期
限
の
延
長
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条

附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
令
和
二
年

四
月
三
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
に
関
す
る

経
過
措
置
）

第
八
条

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す

る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
条
第

四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る

入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
」
と
い
う
。
）
の

行
使
を
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
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該
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
行
使
に
よ
る
払
戻
し
を
し
た
者
に
対
し
て
令
和
二
年
四
月
三
十
日
か

ら
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
当
該
払
戻
し
を
受
け
た
金
額
以
下
の
金
額
の
寄
附
金

の
支
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
寄
附
金
の
支
出
を
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
全

部
又
は
一
部
の
放
棄
と
、
当
該
支
出
を
し
た
寄
附
金
の
額
を
当
該
放
棄
を
し
た
部
分
の
入
場
料
金
等

払
戻
請
求
権
の
価
額
と
み
な
し
て
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県

税
条
例
附
則
第
二
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
五
号

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
の
七
中
「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
規
定
は
、
令
和
二

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
六
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
福
島
県
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
の
特
例
）

７

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和
二
年

政
令
第
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
県
民
の
生
命
及
び
健
康

を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も

の
に
従
事
し
た
と
き
は
、
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条

の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

８

前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
千
円
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
額
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以

下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
の
内
払
）

２

改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
は
、
改
正

後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

３

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
七
号

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
若
し
く
は
委
員
会
の
委
員
若
し
く
は
委
員
又
は
職
員
（
同
法
第
二

百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
を
除
く
。
以
下
「
知

事
等
」
と
い
う
。
）
の
県
に
対
す
る
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
（
以
下
「
損
害
賠
償
責
任
」
と
い
う
。
）

の
一
部
の
免
責
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
）

第
二
条

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
は
、
知
事
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が

な
い
と
き
は
、
知
事
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
知
事
等
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
つ
い
て
免
除
さ
れ
る
。

一

地
方
警
務
官
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
地
方
警
務
官
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
知
事
等

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
等

の
基
準
給
与
年
額
に
、
次
に
掲
げ
る
地
方
警
務
官
以
外
の
知
事
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額

ア

知
事

六

イ

副
知
事
、
教
育
長
、
教
育
委
員
会
の
委
員
、
公
安
委
員
会
の
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
、
監
査
委
員
又
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員

四

ウ

人
事
委
員
会
の
委
員
、
労
働
委
員
会
の
委
員
、
収
用
委
員
会
の
委
員
、
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
の
委
員
又
は
公
営
企
業
の
管
理
者

二

エ

職
員
（
地
方
警
務
官
並
び
に
イ
及
び
ウ
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

一

二

地
方
警
務
官

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
地
方
警
務
官

の
基
準
給
与
年
額
に
、
次
に
掲
げ
る
地
方
警
務
官
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
数
を

乗
じ
て
得
た
額

ア

警
察
本
部
長

二

イ

警
察
本
部
長
以
外
の
地
方
警
務
官

一

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
条
例
第
三
十
八
号

福
島
県
公
立
大
学
法
人
の
役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
条
例

福
島
県
公
立
大
学
法
人
に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
九
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
額
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政

令
第
四
百
八
十
六
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
報
酬
年
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
役

員
又
は
会
計
監
査
人
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

理
事
長
又
は
副
理
事
長

六

二

理
事

四

三

監
事
又
は
会
計
監
査
人

二

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
私
学
・
法
人
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
九
号

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
病
院
」
を
「
診
療
所
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
病
院
の
」
を
「
診
療
所
の
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
福
島
県
太
陽
の
国
病
院
」

を
「
福
島
県
太
陽
の
国
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
太
陽
の
国
病
院
（
以
下
「
病
院
」
を
「
福
島
県
太
陽
の
国
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
以
下
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
、
「
又
は
病
院
」
を
「
又
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
病
院
」
を
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
病
院
」
を
「
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
中
「
病
院
」
を
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
病
院
の
指
定
管
理
者
は
、
病
院
」
を
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
指
定
管
理
者
は
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
に
、
「
か
ら
病
院
」
を
「
か
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
、
「
病
院
利
用
料
金
」
を
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
利
用

料
金
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
病
院
」
を
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
保
健
福
祉
総
務
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
号

福
島
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
十
七
の
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
七
の

項
及
び
三
十
八
の
項
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
九
の

項
及
び
四
十
の
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同

条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
表
四
十
一
の
項
及
び
四
十
二
の
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四

条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
表
五
十
の
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
、
「
同

条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
薬

務

課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
一
号

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
１
の
表
研
究
棟
の
部
貸
出
倉
庫
六
の
款
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

貸
出
倉
庫
七

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
八

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
九

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
十

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
十
一

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
十
二

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
十
三

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
十
四

一
月
に
つ
き

二
一
、
四
〇
〇
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
創
出
課
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
室
）

福
島
県
条
例
第
四
十
二
号

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
九
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
不
返
還
」
の
下
に
「
の
原
則
」
を
加
え
、
同
条
中
「
技
能
検
定
試
験
手
数
料
」

の
下
に
「
（
以
下
「
既
納
付
試
験
手
数
料
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
又
は
技
能
検
定
試
験
を
中
止
し
た
場
合
に

は
、
当
該
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
又
は
当
該
技
能
検
定
試
験
に
係
る
既
納
付
試
験
手
数
料
の
全
部
を

返
還
す
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
五
条
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
実
施
さ
れ
る
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
手
数
料
及
び
職
業

能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
技
能
検
定
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
技
能
検
定
試
験
手

数
料
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
実
施
さ
れ
た
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
職
業
訓
練
指
導

員
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
手
数
料
及
び
政
令
第
二
条
第
一
号
の

規
定
に
基
づ
く
技
能
検
定
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
技
能
検
定
試
験
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
産
業
人
材
育
成
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
三
号

福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
結
核
病
」
を
「
結
核
」
に
、
「
ブ
ル
セ
ラ
病
」
を
「
ブ
ル
セ
ラ
症
」

に
改
め
、
同
表
五
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
三

項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
の
表
五
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
の
改
正
規
定
は
、

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
畜

産

課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
四
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
三
中
「
大
熊
町
」
を
「
大
熊
町

双
葉
町
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）


